
ストップ温暖化大作戦「一品一村知恵の環づくり」で 

『優秀賞』受賞！！   １１月１２日発表会に参加 

          
 
 
 

 
 

 
 

    

南
橘
地
区
地
域
づ
く
り
推
進

協
議
会
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

「
南
橘
地
区
地
域
づ
く
り
宣
言

０
８
」
を
採
択
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
昨
年
度
か
ら
始
め

た
諸
活
動
を
充
実
す
る
と
と
も

に
、
新
た
に
福
祉
部
会
が
加
わ
り

活
動
の
幅
が
拡
大
し
ま
し
た
。 

 

各
部
会
協
力
の
も
と
、
茨
城
県

猿
島
郡
境
町
か
ら
当
地
域
づ
く

り
取
り
組
み
状
況
の
研
修
視
察

受
け
入
れ
、
ぐ
ん
ま
食
育
フ
ェ
ス

タ2
0
0

8

へ
の
参
加
、
平
成
二
十

年
度
温
暖
化
対
策
「
一
村
一
品
知

恵
の
環
づ
く
り
」
事
業
で
は
優
秀

賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

 

   

 

 

福
祉
部
会
の
活
動
は
、
「
ふ
れ

あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を
全

て
の
町
で
の
立
ち
上
げ
を
目
標

と
し
て
取
り
組
み
、
年
度
内
達
成

の
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
後
と
も
、
地
域
づ
く
り
を
通

し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
南
橘
地
区
を

目
指
し
、
活
動
を
推
進
し
て
ま
い 

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
・
ご
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

群
馬
県
地
域
温
暖

化
防
止
活
動
セ
ン
タ

ー
「2

0
0

8

ス
ト
ッ
プ

温
暖
化
大
作
戦
」
主

催
の
平
成
二
十
年
度

温
暖
化
防
止
対
策

「
一
村
一
品
知
恵
の

環
づ
く
り
」
事
業
に

南
橘
地
区
地
域
づ
く

り
推
進
協
議
会
と
し

て
、
二
年
間
の
活
動

実
績
を
基
に
応
募
。

県
内
応
募
二
十
七
団

体
に
対
し
、
審
査
の

結
果
、
十
一
団
体
の

優
秀
賞
が
決
定
。
南

橘
地
区
地
域
づ
く
り

推
進
協
議
会
も
こ
れ

に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

     

五
月
二
十
九
日
に
、
茨
城
県
猿

島
郡
境
町
区
長
会
の
メ
ン
バ
ー

四
十
名
が
、
南
橘
地
区
地
域
づ
く

り
推
進
協
議
会
の
視
察
研
修
と

し
て
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
自
治
会
連
合
会
五
役
、 

市
政
策
課
、
推
進
協
議
会
五
部
会

長
、
南
橘
公
民
館
長
等
で
対
応
し
、

推
進
協
議
会
設
立
経
過
か
ら
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
現
在
の

活
動
状
況
の
報
告
お
よ
び
質
疑

応
答
を
行
い
ま
し
た
。 

 

 

最
後
に
、
区
長
会
を
代
表
し
て 

「
今
後
の
境
町
の
活
動
の
参
考

に
し
ま
す
」
と
の
謝
辞
が
あ
り
、

閉
会
し
ま
し
た
。 

環境にやさしい南橘地域に 
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地
域
づ
く
り
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
南
橘
地
区
に
！ 

 
 

 

南
橘
地
区
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会 

会
長 

角
田
雄
二 

  

視察研修での活動紹介 

八木節と角田会長 

一品一村知恵の環づくり優秀

賞、奨励賞受賞のみなさん 

受賞を喜ぶ地域づくり各役員の

みなさん。発表会で、群馬県代

表の座を逃して残念？ 

茨
城
県
よ
り 

 
 

視
察
研
修
受
け
入
れ 

搾油機の説明を聞く皆さん 



  

◇ 

第
二
回
赤
城
白
川
ま
つ
り 

 

好
天
に
恵
ま
れ
た
四
月
二
十

九
日
（
祝
）
昨
年
に
引
き
続
き
、

河
川
敷
の
ゴ
ミ
拾
い
＆
自
然
観

察
会
が
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
南
橘
こ
ど

も
和
太
鼓
と
上
小
出
町
子
供
八

木
節
保
存
会
の
演
奏
。   

◇ 

橘
山
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
植
樹
一

周
年
記
念
「
植
樹
者
の
集
い
」 

 

十
一
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日

の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
。 

 

草
刈
り
と
施
肥
を
行
い
ま
し

た
。 

 

 

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
西
側
に
田
口

菜
を
植
え
ま
し
た
。
来
春
は
摘
み

菜
で
の
食
事
会
、
花
の
鑑
賞
会
も

楽
し
め
ま
す
。
そ
の
次
の
年
に
は

サ
ク
ラ
も
咲
く
で
し
ょ
う
。 

  

◇ 

搾
油
体
験
会 

 

 

八
月
二
十
日
、
二
十
一
日
の
二

日
間
に
わ
た
っ
て
、
搾
油
体
験
会

を
南
橘
公
民
館
調
理
室
で
開
催
。 

◇ 

田
口
菜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
種

ま
き 

 
 

 

 

今
年
は
南
橘
中
グ
ラ
ン
ド
北

側
の
遊
休
農
地
二
千
七
百
㎡
に

場
所
を
移
し
て
、
十
月
十
二
日
に

種
ま
き
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

 
終
了
後
は
公
民
館
で
有
志
に

よ
る
お
に
ぎ
り
、
田
口
菜
、
ポ
テ

ト
な
ど
に
舌
づ
つ
み
。 

 

   

◇ 

廃
食
用
油
の
回
収 

 

平
成
十
九
年
度
は
二
千
㍑
が

回
収
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
バ
イ

オ
燃
料
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と
、

ゴ
ミ
収
集
車
が
十
一
ヶ
月
走
行

で
き
る
量
で
し
た
。 

 

今
年
度
も
引
き
続
き
継
続
。
順

調
に
回
収
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

環
境
に
や
さ
し
い
南
橘
地
区
を

目
指
し
て
、
一
段
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

◇ 

衣
料
等
無
料
頒
布
会 

 

十
一
月
開
催
の
南
橘
地
区
文

化
祭
に
お
い
て
二
日
目
に
実
施

し
ま
し
た
。
不
要
と
な
っ
た
衣
料
、

本
な
ど
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

   

今
年
か
ら
新
た
に
創
設
さ
れ

た
福
祉
部
会
の
テ
ー
マ
は
「
ふ
れ

あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
南
橘

地
区
十
四
町
全
て
で
の
開
催
。 

 

 

十
一
月
現
在
で
実
施
中
が
十

町
、
計
画
中
が
四
町
。
今
年
度
中

に
は
十
四
町
全
て
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。 

 

自
然
環
境
部
会 

写真右：南橘こども和太鼓の演奏、写真左：ごみ拾い風景 

用意した焼きそば６００食があっという間になくなりました 

花
・
緑
い
っ
ぱ
い
部
会 

ポテトは田口菜油を使用。 

香ばしさがたまりません。 

指導員の指導により、整然と種

まきを全員で 

ちびっこもお手伝い 

ご
み
減
量
・ 

リ
サ
イ
ク
ル
部
会 服も新しい人に再活用 

福
祉
部
会 

みんなで元気体操 

ト
ピ
ッ
ク
ス 

◎
群
馬
食
育
フ
ェ
ス
タ

2
0

0
8

に
田
口
菜
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
出
展
。 

◎
ま
え
り
あ
文
化
祭
に

上
川
淵
地
区
と
合
同
で

出
展
し
ま
し
た
。 


